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1)例 えば,経 済企画庁 総合計 画局 編 『都市型 産業 によ る地域経 済活性 化」 〔東 洋経済新報 社,
19路年)ぽ,「 今後 の地域藤 業の板 輿において は,・…・・中枢都市 を核 とする広域経 済圏の形成 と
い う戦略的枠組 みが前提 と.なる,中 枢都市への高次都市 機能の集積 を高めて都市型産 業を育成 し.
これを核 と して経済 圏内の 中核都市,中 心都 市,中 小都市,農 山漁村 地域へ と,自 律的 ・重層的
な産業 ネ ヅトワー クを形成す る」 と,主 張 してい る(同,103ペー ジ)。
2)拙 稿 「産業構造の転換 と地域都市」 『産業学会研 究年報」 第8号,1992年3月,参照。
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して内発型発展 を図 ろうとす る ものであ る。 内発型発展論ヨ1は,宮 本憲一氏が
誘致 ・外来型 開発政策 に対す る対案 として提起 した もので あるが,生 産拠点の
海外 シフ トが加速す る中で,政 府の国‡ ・地域 開発政策 の基調 も誘致 ・外来型
開発政策か ら 「内発型開発政策」 に転換 されつつ ある㌔
内発型発展論の提 起は,地 域 における産業 おこ し ・地域づ くりの事例研究 を
活発化する とともに,行 政主導型 の 「一村一品運動 」や文字通 り内発 的な産業
お こ し ・地域づ くり運動 を触 発す ることにな った。 しか し,内 発型発展の事例
として紹介された ものの多 くは農 山村あ るいは農林業の事例で ある。
都市あるいは商工業 における内.発型.発展の事 例 としては金沢市 の例が挙 げら
れてい るにす ぎない%中 村剛次部民 は,金 沢市の内発型発展 は,① 地 域 イノ
ベー ターの存在 ,② 地域 の自然的社会的歴 史的諸条件 の活用,③ 地域内産業連
関的発展,④ 地元資 本主体の独 自の経 済 ヒ部機 能の強化 と自律 型本社経 済の形
成,⑤ 経済 の地域内循環 を拡 大 して所得水準 を高め てい るのであ り,[..(金沢市


























業からハイテク産業に至る 「地域技術」の蓄積,③ 製造機能だけでな く販売 ・
流通 ・金融機能の発展,④ 外来型の大規模工業開発やコンビナー ト等の誘致型
開発の抑制,⑤ 独自の都市経済構造が域内で連関性を持った迂回生産によって
付加価値を増大させ,利 潤部分の域外 「漏出」を防 ぐとともに情報 ・サービス
産業や学術機能の集積をもたらし,「経済的剰余の都市内循環による 「生活文
化ストック』が保持されている」 と,指摘 しているη。中村 ・佐々木両氏は,
金沢市は地元資本を担い手 とする内発的発展によって,生産機能だけでな く市














と川之江市を事例 として考察 したい。その際 地域経済の内.発型.発展の可能性
6)中 村 剛治郎 「新 しい金沢像を求めて」(金沢経済1司友会,1986年〕144-115ページ。
7〕 佐. 木々雅幸 『現代北陸経済論』(金沢大学経済学部研究叢 昌,1992年)105-107ページ。
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について,地 域 の固有性,と りわ け,地 域固有 の 「ノーハ ウ(知 的資 産)」9,・
学習機会 と起業家精神,す なわ ち,地 域固有の産業.文化に注 目して考察 したい。
地域経済の内発刑 発展 は,地 場企業 を担い手 とし,生 産機 能だけで な く事業活
動全体に関わる意思決定機能 の自律性が確保 され ることが不可 欠で ある。 自律
的な意思 決定は地域独 自の情報 ネ ッ トワー クの整備 とノーハウの蓄積 によって
可能になるのであ り,地 域固有の ノーハ ウが学習機 会を拡大 して起業家精神旺
盛な.人材 を誕 生させ,彼 等 の創造的 な事業活動が新 たな ノーハウを蓄積す る。
この ような地域固有の情報 ネ ッ トワークによっつて蓄積 された ノーハウ と起業
家 による知的で創造的な産業活動 の総体 をここで は産業文化 と称す 。また,こ
の両市 を分析対象 とする主な理 由は,① この地域 の企業の大'トが地場企業.(地
元資本〉であ り,県 内では内.発型発展 を した典型的 な地域であ ること,② 第2
次 産業就 業者の比率が高 く(伊 予 三島市44,5%,川之江市51.3%),工業都市
としての性格が とくに強い地域で あること,③ 両市は人口約4万 人の地方 中小
都 市であ り,地 方中枢 ・中核都市 にみ られ る地方圏 におけ る 「ミニ一極集 中」
の影響を受けていないこと,④ この地域 は工業集積地域 としては条件不利地域
であ り,こ のハ ンディキ ャップを克服す る上で地域固有の産業文化が重要 な役
割を果た している と考 えられ るか らであ る。
まず,第1節 では,こ の地域 は用水型の紙パ ルプ産業が集積す るには条件不












台の上で,はじめてロ1'能になるのである幻 と,指摘している 洞 「内発的発展と国民経済」「経
済論叢』第149巻第4・5・6弓.,17ページ。)。
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日本を代表す る紙パ ルプ産業の集積地域 として発展 してい ること,第2節 で は,
紙パル プ産 業の内発型発展 によって地域 固有の情報 ネ ッ トワークとノーハ ウを
蓄積 し,学 習機会 の拡大が旺盛な起業家精神 を養成 し,新 た な独 立創業 を誘 因
しているこ と,第3節 で は,戦 後 の技術革新が在来型産業であ る紙 パルプの構
造転換 を促す とともに,内 発型発展の潜 在的可能性が拡大 してい ることを明 ら
かにす る。 そ して,最 後 に,こ の地域 の内発型発展のためには ノーハ ウの共有
化 と学習機会の拡大が不可欠であ り,研 究 開発機能や学術機 能等の ソフ トな イ
ンフラス トラクチャーの整備 による地域固有の産業文化の高度化が 内発 的な地
域産業政策 として重要 な.位置 を占めている ことを指摘 して まとめ としたい。
1条 件不利 地域 における工業集積
条件不利地域における紙パルプ産業め集積
愛媛県東部の伊予 三島 ・川之江 市は静岡県富士市 に次 ぐ,.全国第2位 の紙.パ
ルプ ・紙加工業(以 下紙パ ルプ産業 と称す)の 集積地域であ る。 しか しなが ら,
この地域 は紙パ ルプ産業が集.積す るには条件不利地域であ る。なぜ な ら,第1
に,こ の地域 は土地が狭 く,地 価が高い ことで ある。平坦な上地が狭 く,工 業
用 地等 として新規 に利用で きる未利用地が少 ない。 このため,住 工混在型の工
場 立地や大規模 な工業用地の多 くは海面埋 め立 てによって確保 されて きた。
第2は,水 資源の貧困であ る。瀬戸 内海地域 は気候が温暖で あるが,日 本の
中で は降水.量の最 も少ない地域で ある。
第3は,閉 鎖性水域であ る瀬戸 内海(ひ うち灘)に 面 し,工 場排水 の排出基
準が他 の地域 に比べて厳 しい ことで ある。
第4は,大 都 市圏 市場 か ら遠隔地 にあることであ る。東京や 大阪 の大都市圏
市場か ら遠 く,市 場 への アクセスや ビジネス情報 ・市場 ニー ズを把握す る上で
ハ ンディキャ ップがあ り,輸 送 コス トが割高 にな らざるをえない。
第5は,域 内市場 の峡駐性 であ る。総 人口 に占め る愛媛 県の人 口の割合 は







































































(1991年度,同2.56%)にす ぎない。愛媛 県 は1%経 済,四 国全 体で も3%経
済 といわれ,域 内市場 が狭 い、
第6は,社 会資本整 備の遅れで ある。東北 ・九州 ・中国地域 と比べ て も,新
幹線 ・高速道路等 の社 会資 本の整備 において四国地域 は大幅 に遅れてい る幼。
9)四 国地域にお}ナる新幹線の.建設計 画は..:全総 山 本列 島改 造論)に おいて計画されたが,「三
全総」・「四全総… で は 「速度向上等の輸送サー ビスの改善 を図る」 ことが述べ られ るに とどま っ
ている,、例えば,国 土庁縮r第4次 全国総合開発計 画11987年,117ペー ジ,参照。
r
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ζのよ うに,愛 媛県 は全体 と して工業が集積するには決 して適 した地域では
ないが,と りわ け,伊 予三島 ・川之江地域は⊥地が狭 い こと,水 資源 の貧困,







紙パ ルプ産業 は,70年代後.'卜以降の低成長期に も着実に成長 し,愛 媛県 の基
幹産業 と しての地位 を確 立 してい る。愛媛県の紙パ ルプ産業 は,18世紀半 ばに
始 ま る手漉和 紙か ら発展 して きた もので あ るが,1960年当時,製 造 品出荷額
ベー スで,繊 維 に次いで第4位 に とどま っていた。 しか し,70年代後半以 降に
なる と,化 学 ・非鉄金属 ・造船等 の基幹産業が オイル ・シ ョック後の構造不況
と円高 の進行 に直面 して リス トラを迫 られ たのに対 して,紙 パル プ産業は内需
型産業で あ り,円 高 メ リットを享受 して着実 に成長 し1990年には製造品出荷
額全体 のユ5.8%も占め,電 気機械工業 を抑 えて第1位 であ る(第1表 参照)。
また,愛 媛県 は全 国的にみて も紙パ ルプ産業の代表的な集積拠 点である。紙
パルプ産業の都道府県別集積 を1992年の製造品出荷額で見 ると,愛 媛県(5043
億 円,全 国の5.8%)は,静 岡県(1兆1139億円,12.7%)・大阪府(7518億円,
8.6%)・埼 玉県(5635億円,6.4%)・北 海道(5562億円,6.3%)に 次いで第
5位 であ る。製品別 にみ る と,愛 媛 県 は全国 のパル プのユ8.7%(1991年),同
じく新聞紙の23,8%,印刷用紙 のn.4%も 占めてお り,シ ェ アは高まる傾 向に
あるLl〕。.愛媛県 は全 国的 に も代表 的な紙 ・パルプ産業 の集積地域で あるとい う
ことがで きる(第2表 参照)。
愛媛県 の紙パ ルプ産業 は県東部,伊 予三 島 ・川之江市を中心に集積 している。
伊予 三島市の紙パ ルプ産業の出荷額 は2767億円,川 之江市は1685億円に上 り,
10)拙稿 「愛媛県 の工業 と地域 経済の特徴」 「松 山大学論 集」 第7巻 第2号,1995年6月,随一56
ペ ージ参照。
11)日本銀行松III支店 『愛媛県の地場産 業 その現状 と課題一 」.1993年,64～65ペー ジ、
第1表 愛媛県工業の推移(業種別製造品出荷額等〉 (単位:百 万円)
1970年 1980年 1985年
出荷額等 同比率 1「II,荷額 等 同比率 出荷額等 同比率
844,794100.0%2,732,116100.O%3,153,607,, IDO.O%




59,741. 7.1 157,812 5.8 68,751噛 2.2
10,4D6 1.2 46950■ 1.7 179,658, 5.7
33,200 3.9 83,409 3.1 63,448 2.o
6260ト 0.7 三4、401 0.5 12,797, o.4
85,795 10.2 369,421 13.5 446,116, 14.1
6,555 0.8 27783, 1.0 43382, 1.4
210250, 24.9 4776097 17.5 羽77・11, 14.2
49,087 5.8 2822}1, 10.3 179,532 5.7
} 一 一 48,470 1.5
248 0』 3,762 o.1 6693, 0.z
128 0.0 375 o.o 1,150 O.0
11,DD5 1.3 67,354 2.5 63,369 2.o
26〔)21 0.3 15,073 o.6 14,662 0.5
117,264 13.9 319,006 11.7 156,020 4.9
12,832 1.5 54,386 2.0 66,258 2.1
90,213 10.7 223,297 8.2 261,676 8.3
337171 4.0 178,910 6.5 584,243 18.5
50,254 5.9 137,989 5.1 186187「 5.9
79 0.0 1,079 0.O 860 0.0

















































従業者数 製造品出荷額 1事業所当た り











































(注)紙 パルプ製造業 の年 間出荷額が上位10位の都道府 県。
〔出所)『 工業統計表』よ り作成。
2.8 12,510, 4.4 504,344 5.8 40.41,626.9
3.5 ユ2,287 4.4 500,546 5.7 32.0 1,303.5
7.9 17,117 6.1 475,859 5.4 19.9 552.0
12.5 is.2.566.5 365,578 4.2 13.4 267.8
3.5 9,783 3.5 285,1533.3 26.0 758.4
3.9 10,016 3.6 273,4763.1 23.5 642.D一
両市 を合わせ る と県全体 の9割 近 くを 占め る。市 町村単位で み る と,伊 予 三
島 ・川之江.市は静 岡県富士市 に次 ぐ紙パル プ産業の全 国的な集積拠点 として発
展 している。製造品 出荷額が最 も大 きいのは富士市(5860億円)で あ るが,伊
予 三島市が 第2位,川 之江市が第4位 であ る。伊予 三島 ・川之江市が隣接 した
地域で あ ることを考慮す る と,伊 予三島 ・川之江市 は富..{=市に次 ぐ全国で第2
位 の紙 パルプ産業 の集積地域であ るといえる(第3表 参照)。
しか も,こ の地域 は紙パ ルプ産業に特化 し,紙 パルプ産業へ の特化 の度合で
は富士市 を上 回る。伊予三島市の紙パ ルプ産業は製造業全体 の事業所 の47.6%,
従 業者 数の69.9%,製造 品出荷額の88,1%も占め,紙 パルプ産業 の特化係数は
実 に33.1であ る。 また,川 之江.市の場 合 も,紙 パ ル プ産 業 は事 業所 全体 の
48.9%,従業 者数 の64.8%,製造 品出荷額 の76.3%も占め,工 業特 化係 数は
28.7であ る。紙 パルプ産業 の工業特 化係数 ば富士市(13.1)と比 べ て伊 予三
島 ・川之江市 の方が際立 って高い こ とがわか る(第4表 参照)。
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第3表 紙パ∫レプ産業の市町村別集積状況(1992年〉 {単位1所,人,百 万 附
都道府県
事業所数 従業者数 製造品出荷額 1事業所当た.り
(A) 比率 (B) 比率 (C) 比率 従業者数 出荷額
全 国 10,882100.0%281,244100.0%己8,768,743100.D%25.8 805.8
富 士 市 320 2.9 14,187 5.0 586.07 6.7 44.3 1,831.4
伊予三島市 100 0.9 5,⑪39 1.8 276,786 3.2 5〔}.4 2,767.9
苫小牧市 7 0.1 2,336 0.8 176,441 2.0 333.725,205.9
川之江市 137 ユ.3 5,004 1.8 168,560 1.9 36.5 1,230.4
春日井市 108 ユ.o 3,933 1.4 148,466 1.7 36.4 1,374.7
釧 路 市 10 0.1 1,43ユ O.5 138,457 1.6 143.1 3,845.7
尼Ill奇市 56 0.5 2,523 0.9 123,512:1・4 45.1 2,205:6
高 岡 市 43 0.4 2,043 0.7 98,733{1.1 47.5 2,296.1
明 石 市 14 0.1 1,196 0.4 96,689L1 .1 85.4 6,906.4
石 巻 市 7 0.1 1,635 0.6 88,988 1.0 233.61.2,7.12.6
八 戸 市 8 0.1 1,820 0.6 87,587 1.0 227.5.to,948.4
富上宮市 68 0.6 2,498 o.9 83,867 1.0 36.7 1,233.3
島 田 市 14 o.1 1,961 0.7 50,578 0.9 140.15,755.6
.東大阪市 210 1.9 3,446 1.2 80,372 o.9 16.4 382.7
阿 南 市 4 0.⑪ 1,391 0.5 69,696 0.8 347.817,424.O
静 岡.市 81 0..7 2,588 0.9 64,969 〔}.7 32.O 802.1
岩 国 市 5 o.o 2.DO8 0.7 64,844 0.7 40.し612,968.8
小 牧 市 47 0.4 1,308 O.5 52,646 o.6 27.8 1,120.1
八 代 市 11 o.1 1,2ユ3 O.4 49,948 0.6 110.34,540.7
米 子 市 10 0.1 755 0.3 45,674 0.5 75,5i4,567.4
ぐ注)紙 パ ルプ製造 業の年 間II荷額がE位20位の市町村。
(出所)「 工業統計表∫ よ り作成。
第4表 紙 パ ル プ産 業 の製 造 業 全 体 に占 め る割 合 及 び.il業特 化 係 数 〔1992年)
(単位;所,人,百 万円)
区 分
事 業 所 従 業 員 製造品出荷額等




























この地域は,土 地が狭 い こと,水 資源 の貧困,閉 鎖性水域 であ る瀬戸 内海に
面 し排水基準が厳 しい こと,大 消 費地であ る首都圏や関西圏か らみて遠 隔地 に
あ るζと等,紙 パルプ産業が集積す るには条件不利 地域 である。 に も拘わ らず,
全国的な紙 パルプ産業 の集積拠点 として成長 したのは,地 域 固有 の産業 文化に
よ ってハ ンディキャ ップを克服 して きたか らで ある。
すなわ ち,こ の地域に紙パル プ産業 が集積 した第1の 要因 は,地 域 固有 の 自
然資源 の活用であ る。 この地域 は18世紀半 ばか ら手漉和紙の産地 として発展 し
て きたが,そ れ は四国【.1」脈が海岸 近 くまで迫 り出 し,耕 地が狭 く,農 業 以外 に
生活 の糧 を求め ざるをえなか ったか らで ある。みつ また ・こうぞ,そ れに良質
の湧 き水 とい う地域の 自然資 源を活用す る形で手漉和紙産業をお こしたので あ
る。 なお,手 漉和紙 の産地 として は戦前 まで は高知県が 全国一 の産地であ っ
たL%こ の地 域が紙 パ ルプ産業の集積 地域 と して急 速 に発 畏 したの は戦 後 に
な ってか らで ある1㌔
第2は,域 外か らの技術 導入 と改 良で あ り,そ れ を推進 した イノベ一 夕ーの
存在で ある。薦 田篤平(生 産技術 の改良),石 川高雄(み つ また原料確保〉,住
治平等の産地問屋(販 路 開拓),篠 原朔太郎(和 紙 製造技術 とその機械 化),石
川茂平(機 械 製紙 の導入)等 であ る。 こう したイ ノベー ターが域外か ら革新技
術の導.入や改 良 ・普及 し,原 材料の確保や販路を開拓 して産地 と しての発展 に
尽 くした ことであ る1㌔
第3は,素 材の生産だけではな く,紙 紐 ・元結 ・金封 ・水 引等の加工業 を育
成 した ことである。一次加工 され た素材(手 漉和紙)を さ らに加..r二す る ことに
12)村上 節太.郎氏 の研 究に よれば,府 県別に手漉和 紙業 をみ ると,1923年現在,第1位 の高 知県
(製紙戸数2396戸1生産額841万4千円)に 次 いで愛媛 県は第2位 〔同1788戸,484万円)で ある
が,愛 媛 県の規模は高知県の半分である 〔村上節 太郎r伊 予の手漉和紙』東雲書店,1986年)。
13)愛媛県 の製紙業が戦後急速に成長 した要因の ・つ と して,こ の地域が戦災 を免れ.戦 後の紙需
要 の増 大に積極的 に対応 で きたことが挙げ られて いる!四 国地方総 合開発 審議 会 『四国の製紙
J1955年,1βベー ジ}。
14)小谷良太郎 『紙のふ るさ と」1989年,参照。
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よ って雇用 と付加価値 を拡大 したので ある。 この紙加工の伝統ほ製紙業の中心
が手漉和紙か ら機械漉製紙 に転換 して も脈 々 と受 け継がれてお り,実 に多様 な
紙加.1:品が生産 されてい る。 多様 な紙 製品 の生産 は就業機会 と所得を確保する
だけで な く,販 売網の整備 による消費者 ニーズ ・市場動向の的確な把 握 と販売
戦略 の構築等,地 域 固有 の ノーハ ウを蓄積 した ことであ る。
第4は,イ ンフラス トラクチ ャーの整備であ る。水資源の確保 や大量 の製紙
原料 の輸入 に不可欠な外 国貿 易港湾 ・税関機能等,生 産体制の拡大に対応 した
インフラの整備 を図 った ことである。 とりわ け,紙 パ ルプ産業は用水型産業で.
あ り,水 資源 の確保 は紙 ・パル プ産業 に とって死活問題であ った。徳島県 との
間で吉野 川分水協定が成立 して銅 山川疏水工事(.柳瀬 ダム)が 着手されるのが
]937年であ り,戦 時下 の中断 を経て,1953年に柳瀬 ダムが完成 し,工 業用水 が
確保 され ることになった。その後1975年には新宮 ダムが完成 し,基 本給水 日量
47万26百㎡の給水が可能 にな り,紙 パル プ産業 の発展 の基礎が整備された。
第5は,公 設試験研究機関 による新 製品開発 ・生産技術指導等の産業支援機
能の整備である。1940年,愛媛県は川之江市 に.■業試験場製紙部(翌 年製紙試
験場 に改組)を 設置 し,地 場 中小零細企業が大半 を占め る紙パ ルプ産業の振興
を図 って きた(1996年現在職 員10名,う ち技術職6名,技 能職3名)。 紙 パル
プ産業を対象 とした専 門の公設試験研究機 関を設置 してい る府県は愛媛県の他
には静岡 ・埼 玉 ・岐阜 ・高知の4県 にす ぎないL%
第6は,集 積 の利益であ り,紙 パルプ産業 の関連産業が発展 しつつある。製
紙機械 の製造 や メ ンテ ナ ンス を行 う機械 工業1明,印欄 ・印判 ・製版 電気機
器 ・コンピューター,合 成樹脂 製造業等で ある。 また,製 造業の他に,製 紙原 ・
料 ・工業薬 品の卸販売業,紙 ・紙 製品販売業,交 通 ・運輸業等が集積 している。
15)科学技術庁監修 「全国試.験研 究機関名鑑上。
16)製紙機 械の専 業メー カーでは業界第2位 の川之江造機(株:}〔創業1944年,1994年4月現 在資
本金3366万円.従 業.員242人,」992年の売 上高8ユ億円)の 他,大 昌鉄.L所(1959年.2000万円,
70人,24憶円〉,(株)石津製作所(1973年,3360万円,40人,約7億円)等 が誕生 している。 川
之江造機 について は拙稿 「地域における研究 開発型 企業の生成」松山大学 『松山大学創立70周年
記 念論文集』】994年12月,参照,
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紙 パルプ産業の高度の集積が もた らす域内市場 の拡大 は,地 域的社会的分業を
拡大 し,加 工 々程の.一部を外部化 した り,専 業 メーカーを誕生 させてい るので
ある。
第7は,こ の地域固有の ノーハ ウの蓄積である。全 国市場での競争 に対 応す
るための先進地(静 岡県富士 地区)と の競争 を意識 し,積 極的な設備投資 をテ
コとした生産技術の向上を基礎 としながら,後 発 ・小規模産地が生 き残 るため
の経営戦略 を絶 えず練 って きた ことである。 また,市 場か らの遠隔地 としての
ハ ンディキ ャップを克服するために,早 くから全 国市場への販売体制を確 立す
るとともに,鉄 道 ・トラックとフェ リーによる輸送体.系を確立 した。全国的な




この地域の紙パル プ産 業の集積 は地場企業(地 元資本)に よって担 われ た も
のであ り,内 発型発展によって もたらされた ものであ る。愛媛県 における県外
資本.事業所の シェ アを製造 品出荷 額(正992年)でみ ると,県 平均で は43.5%で
あ る が,紙 パ ル プ 産業 は8.8%にす ぎ な い。 石 油 ・石 炭(99.6%),非鉄
(96.7%),化学(94.0%),電気(83.6%)の大.半が県外 資本 によって占め ら
れ てることと比べる と対 照的で ある。紙パ ルプ産業の生産高の9割 以上が地場
企業 によって担 われているので ある。










市場調査 ・販売 ・研究 開発 ・資金調達機能等,中 村氏の指摘す る 「経済 的上部
機能」が集積 している ことを意味す る。 と りわ け,経 済的上部 構造 の存在 の意
義 は,研 究開発機能や販売 活動 を通 じて地域 固有 の情報 ネ ットワー クが形成 さ
れ るこ とであ る.こ の情報 ネ ットワークの特徴 は,...般的 な情報 ネ ットワー ク
で はな く,個 別企業が全国的あるいは国際的 な資材調達や販売活動 を通 じて形
成 された ものであ り,独 自性 と多様性 を特徴 としてい る。企 業城下町において
は,親 企業か ら下請企業に対する一方向の系列化 された情報 ネ ッ トワー クが形
成 され るが,地 場企業 を主体 とす る内発 型発 展を した地域で は多様で双方向の
情報 ネ ットワー クが形成 され る。 この地域には,素 材 だけで な く水引 ・金封等
の伝統的 な紙加工 品か ら電子 ・通信 ・衛生 ・医療用等 の多様 な紙加工業が集積
し,こ れ らの企業活動 を通 じて多様 な情報 ネ ッ トワー クが形成されているので
ある。
この情報 ネ ッ トワー クの もう一つ の特徴 は,個 別性であ り,プ ライベー トな
情報 ネ ッ トワー クである。販売活動等の多様 な企業活動 と結合 して形成 され た
情報 ネ ットワー クであるか ら,一 般 には公開 されてお らず,外 部か らアクセス
す るこ とが困難であ る。 しか し,こ の情報 ネ ッ トワー クは閉鎖系で はあるが,
企業活動 の主要部分は域 内で行われ,地 域内の社会的分業関係 を通 じて結合 し
ているか ら,そ の情報は取 引関係や従業員 を通 じて事実.L公開(意 図せざる公







加工まで多様な事業活動が行われ,製 紙機械 ・印刷 ・運送等の関連産業 も集積
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している。 これ らは特定の親会社 の 下請 け企業 として系列化 されてい るわ けで
な く,そ れぞれ 自律 し,国 内だけで な く国際的 な事業活動を通 じて紙 パルプ産
業に関す る多様 な最先端 の情報が蓄積 されてい ることである。
第2の 特徴 は,デ ー ターベ ース化 され,定 型化された情報 ではないことであ
る。取 引関係 を通 じて直接人手 されたfacetofaceの情報であ り,定 型化 され
ていない地域固有の情報であ る。 これ らは未定型 の情報であ り,デ ー ターベー
ス化 されていないか ら,域 外 か ら一般 的な情報 ネ ッ トワー クを通 じて アクセス.
す る ことが困難であ る。いわば地域固有の情報で あ り,こ の地域 に居 住 しては
じめてア クセスす ることがで きる情報 である。
第3の 特徴 は,こ れ らの情報はデー ターベース化 され てい ない未定型の情報
ではあるが,生 きた情報であ る。原材料 の調達 ・製造技術 ・研究開発 ・販 売戦
略 ・資金調達等の経営 ノーハ ウだけでな く,様 々な試行錯誤か ら得 られた経験
が ノーハ ウと して蓄積されている。事業 の成功 の経験だ けでな く失敗 の経験 も
数多 く蓄積されている。人々は,こ れ らの地域固有の情 報か ら,ど のよ うにす
れば成功す るか,ま た,逆 にどの ようにすれば失敗 するか,学 ぶ ことがで きる。
この地域に生活 し,労 働す ることで,生 きた情 報か ら学ぶ ことで きるのであ る。
これが起業家精神 旺盛 な人材 を誕生 させ る潜在 的基盤 となってい るのであ る。
この地域 においては,一 方では,紙 パル プ産業が 高度 に集積 し,地 域的社 会
的分業の拡大 は絶 えず新規事業の展開の経 済的基礎 を提供 し,他 方で は,地 域
固有の情報 ネ ッ トワークとノーハ ウの蓄積 が人々の学習機会 を拡大 し,旺 盛 な
起 業家精神 を育成 して,新 規独立創業 の人的.基礎 を提供 してい るb紙 パル プ産
業に関わ るあらゆ る情報が未定型の情報 としてス ト7ク され,独 立創業や経営
戦略 を立案す るに必要な最先端 の情報 を容易 に入手す ることが で きる。 そ うし
た起業家精神の創造的基盤 の上 に,新 しい科学的知見や外部環境 め変化が発生
す ると,学 習 した ノーハ ウを活用 して事業 をお こす起業家が誕生す るのであ る。
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旺盛な起業家精神と急成長型企業
この地域で は,地 域固有の情報 ネ ットワーク とノーハ ウの蓄積が旺盛 な起業
家 精神 を育成 し,次 々と独 」五創業 を生み,急 成長型企業を誕生させ ているので
ある。 とりわ け,紙 加 工業 において旺盛 な独立創業 と急成長型 企業 を確認す る
ことがで きる。
この地域 の紙加工 業は1994年末現在236社を数 える。 これ を創業 年次 別にみ
る と,1970年代後 半以 降の創業企業が.全体の約3割 を占めてい る。明治時代 に
創 業 した老舗 もあ るが,創 業30年未満の新 しい企業が半分 以上 を占め,創 業20
年未満 の若 い企業だ けで も約3割 を占め る。製造業の開業率は全国的には70年
代 後半 頃か ら減少 しはじめ るが,こ の地域の紙加工業の場 合には70年代後半以
降 も旺盛な独立創業がみ られ るので ある(第5表 参照)。
しか も,紙 加工業の中に多 くの急成 長型.企業を確認する ことがで きる。紙パ
第5表 紙加工業の創業年次別企業数 〔単位:社,%)
創 業年 次 伊.予三島市 川 之 江11ゴ 合計 比率
明 治時 代 3 3 6 2.9%
大正時代 5 10 15 6.4
1925-35年 3 2 5 2.1
1936-45年 4 」4 8 3.4
1946-55年 12 ユ8 30 12.7
1956-65年 20 27 47 19.9
1966～75年 26 30 56 23.7
1976～85年 13 39 52 22.D
1986年以 降 9 8 17 7.2
合 計 95 141 236 100.0
戦 前 創 業 15 19 34 14.4
戦 後 創 業 80 122 202 85.6
1966年以 降.創業 48 77 125 53.0
1976年以 降 創 業 22 47 69 29.2
〔注)1994年末現在.
〔出所)『 伊f三 島 市紙加工 業実 態調査 書」及び 「川之江市紙加.1:業実
態 調査書jよ り作成。
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ルプ産業 は構造不況後 も安定 した成長 を達成 し,県 の基幹産業 と しての地位 を
確 立 しているが,こ の点は個別企 業 ごとにみる とよ り一層明 らかであ る。1980
年か ら90年の問 に愛媛 県 の製造 品出荷額 は.全体 で20%増,紙 パ.ルプ.産業で は
55%の増加であ るが,個 別企業毎 にみ ると,104=問に売上高 を数倍 に拡大 して
いる企業が少 な くない。 タ ックシステ ム(4.9倍),大平紙器(3,6倍),トー ヨ
衛材(3,6倍),マルウ接 着(3.5倍),イトウ(3.5倍),カナエ紙工(2,6倍〉,
福助工業(2,5倍),ユニ ・チ ャー ム(2,2倍)等が売上 高を大幅に拡大 して い
る。三木特種製紙(株 〉 は新規事業を積極 的に分社化 してい るので伸び率が低
いが,グ ルー プ企業全体で は2,6倍に伸 びてい る。 これ らは紙加工業 であ り,
新素材 を活用 した多様 な紙製品の開発 によって売上 高を急速 に拡大 してい るの
であ る。新聞紙 ・印刷紙等 の素材 の量産型企業であ り,地 域 を代表す る大王製
紙 ・丸柱 製紙等 の大企業 の売上高がそれほ ど伸 びていないの と比べ る と,対 照
的であ る(第6表 参照)。
この地域 の旺盛 な起業.家精神 による独立創業の典 型的なケースは,粘 着 テー
プ ・シー ル原紙 ・接 着荷札 等 を製造販売す る総合粘 着加工 品 メー カーで あ る
タ ックシステ ム(株)で あ ろう。 同社 は地元 の製紙会社 に勤務 していた石津 隆
敏氏(現 会長)が,接 着荷札 の製造 を]的 に瀬戸紙 工を1967年に設立 した もの
である。接着荷札 の製造で創業 したのは,当 時進行 していた容器革命 と密接 な
関連がある。容器が木箱か ら段 ボール箱に急速に転換 されたが,そ れ に対応 し
て粘着 型荷札が必要 になったか らであ る。容 器の転換 は 日本列島全体で発生 し
ているので あるか ら,荷 札の製造事業か ら独立創業 で きる可能性 はこの地域 だ
けでな く日本列 島全体 に拡大 していた と考 えて差 し支 えない。 に も拘 わ らず,
大都市 から遠隔地 に住む石津氏が接着荷札 で創業す る ことがで きたの は,同 氏
自身の個 人的資 質だ けで なく,販 売活動 を通 じて紙 に関わ るあ らゆ る情報が こ
の地域 にノーハ ウと して蓄積 され,そ の知的ス トックによる学習機会が旺盛な
起業家精神 を育成 していた と考 えるのが合理 的で あろ う。 タ ックシステ ムは,
1994年現在,資 本金1億2000万円,従 業員数約500人,年間売..[∴高160億円 にの
96(676> 第158巻 第6号
第6表 紙パルプ ・紙加工関係企業の売上高の推移 〔指数=1980年-00)
会 社 名 資 本 金 従 業 員創 業 年 〔万円:1〔 人)






































































































































































































































































































































































































































(注〕1,1990年の紙パルプ ・紙製品の出荷額等は4人 以.⊥二事 業所。
2,資 本金従業員数 は19§3年現在.
3.県 外に生産販売拠 点を展 開 し.てい る企業が含 まれてお り,出荷額小計が県全体の紙パ ル
プ紙加工合計を上 回る。
〔出所)「 会社年鑑』及び各社か らの聞 き取 り調齎 による。
内発型発展と産業文化(677)97
ぼ る研 究開発型企 業 として発展 してい るので あ る。主 要な製品 はシール原紙
(60%),接着荷札 等の粘着 ラベ ル(15%),救急ば んそうこ う ・粘着 包帯等の
医薬 関連 製品(15%),そ の他(10%)で あ る。また,関 連会社 として医薬品
事業 を行 うタ ックメデイ.カル(株)(設 立1993年,資本金1000万円,従 業員255
人,医 薬 品の開発 ・製造 ・販売),レ ジャー事 業を行 う瀬戸 タ ックゴル フクラ
ブ(株)〔1988年,1000万円〉等がある1㌦

















18)同社の製品は,印 刷 用粘着原紙,OAラ ベ ル,粘 着 ラベ ル,粘 着テープ,医 薬用粘着製品,家
庭用粘着 製品,輸 送用粘着 製品,ポ ス トシー ル等 に.および,製 品点 数は1万 点 におよぶとい う
(タックシステ ム〔株〕「会 社概要」,日本経 済新 聞社 編 『四 国の 中堅140社』 日本 経済新 聞社.
19脳年,128ペー ジ)仁
98(678)第158巻 第6号
せた機能紙等 の開発 を可能 にしてい ることで ある。 その結果,従 来の もの とは
全 く異 なる新 しい機能や用途を もった紙 製品が開発 され,紙 製品の高付加価値
化が進行 していることであ る。紙紐 ・金封 ・水引等の伝 統的な紙加工品か ら電
子通信 ・医療 ・インテリア ・工芸等のハイテ ク型 の紙製品が開発されている。
第4は,素 材の量産型産業か ら知識集約的 な多品種少量型産業 に転換 しつつ
あることであ る。資源 エ ネルギー多消費型産業であ るパル プ ・紙製造業 は,土
地 ・水資源の制約か らこれ以上 の集積が 困難であ り,域 外へ の工場展 開や 中小
メーカーの淘汰が進んでい る。他方,知 識集約型産業であ る紙加⊥業 は次 々 と
新 たな独立創業がみ られ,新 製品開発や 多様 な用途 を開拓 して急成長 し,紙 パ
ルプ産業全体 の中でその ウエ イ トを高めているので ある。
第5は,リ サイクル型産業への転換で ある。地球環境問題が懸念 され るに と
もなって,故 紙の リサ イクルが重要な課題 になってい る。紙製品の高度加工や
印刷技術 の高度化 は益々故 紙の リサイクルを困難 に してい る。 日本製紙連.合会
は1990年に故 紙利用率 を2000年には55%に引 き上げ るこ とを 目標(「 リサ イ ク
ル55年計 画」)に設定 したが,故 紙 の回収 ・配送 システムの整備 とともに,リ
サ イ.クル技術 の高度化が今後 さ らに重 要な課題 になろ う(95年53.4%)。この
地域では中小 の家 庭紙 メーカーの共 同出資 によって協 同組合 を設立 し,故 紙の
リサ イクルに取 り組 んでい る ものに愛媛パ ルプ協 同組合が ある1%
この ように,こ の地域 の紙パ ルプ産業の内発型発展 を可能 に したの は,ハ イ
テク技術 の成 果を積極 的に導入 して技術水準 を高度化 して きたか らであ る。そ
して,ハ イテ ク技術 の 「成熟化」 と中小企 業の技術水準 の高度化 は地域経済の
内発 型発展 の潜在 的可能性 を拡大 してい る。ハイテ ク技術の 「成熟化」 とは,
戦後開発 ・実用化 され てきたハ イテ ク技術 が高度化 され る と同時 に量産化され,
19)愛媛パ ルプ協同組.合は,1969年に13仕の中小 家庭紙 メーカーの共 同出資によ ワて設立された も
ので あ り,共同で故紙再生パル プを生産 し.組合員 に供給す ることを目的に設立された もので あ
る。組 合は故紙再生技術 を高度化 し,故 紙の リサイ クルを事業 と して推進 してい る協同組合で あ
り.国内で も最大規模の故紙 再生事業 組合である。1996年現在,組.金貝10社、資金3億37百万 円,













維が素材であった。 しかし,合成繊維の開発 と量産化は紙パルプ産業に新 しい
素材を提供するとともに,合成繊維を使 った特殊紙の開発は従来の天然繊維で
は不可能であった新 しい用途を開拓することになった。合成繊維を使 った不織
布の開発は,食 品包装から医療用,電 気通信,産 業用特殊紙,.インテ リア ・装
飾関連製品等,多 様な製品開発の道を拡大 した。天然繊維を紙に漉 くという在
来技術に新素材の技術が結合して製紙 ・紙加工技術の高度化が実現 したのであ





日本で最初に合成化学繊維紙(レ ー ヨン障.子紙 「ミキロン」,1954年)を開発
したことで知られているが,新素材を活用した多様な特殊紙 とその製品化を実
現 している。主要製品はエレク トロニクス関連製品,水切 り用ゴミパ ックや食
品包装用レーヨン紙等のフィルター関連製品,ク レープ紙 ・レーヨン障子紙 ・
金箔原紙等のインテリア ・装飾関連製品,合 成繊維を素材 として活用 した不織
布による手術着 ・シーツ ・キャップ ・減菌.包材等のメディカル製品等,用 途は
100(68① 第158巻第6号
実 に多様な分野に拡 大 しているao}。
また.素 材革命の成果を積極 的に導入 ・融合 して急成長 してい るもう一つ の
例 は福助工 業(株)で ある。同社は,19.10(明治43)年に創業 した この地域 で
は老舗の紙加工 メー カーであるが,ス ーパ ーの買物袋や多様 な包装資材 を開発
し,国 内で も代 表的な総 合包装資材 メーカーと して急成 長 している。主要 な製
品 はポ リエチ レンフ ィルム ・食品容器 ・紙加工品 ・不織布等で あ り,ス ーパー
向 け レジパ ック(国 内シェア20%)や極薄 ポリ袋(同30%)で は国内 シェ ア第
1位の地位 を確立 している。同社 は創業以来 この地域の伝統 産業で あ る水引 ・
元結 を製造 し,戦 後 も196041代前 半頃まで はの し袋 ・紙袋等の在来型の紙加工
業 の枠 内で製品 の多様化 を図 るに と.どまっていたが,ユ960年代 にな ると素材革
命 の成果 を導入 して製品 を多様化 し始める。1961年にパ ラフィン加工 を開始 し
た ことが契機 となって総合包装資材メーカーと しての発展 を開始 し,ポ リエチ
レンフ ィルム(67年),プ ラスチ ック容 器(71年),不織布(85年),ラ ミネー
ト加工(93年)等 の新 しい加工技術の 開発 によって事 業を拡大 してい る。 と り
わ け,ラ ミネー ト加 工は複数 の素材 を複合 して包装 資材 を製 造す る技術であ り,
ラ ミネー ト加工された包装資材 は新 しい包装資材 として多様 な可能性 を秘 めて
い る。 ラ ミネー トフ ィル ムや環境対 応型分解 フイル ム等 の多様 化 した消 費者
ニー ズに対応 した高付加価値製品 の開発 によって同社の売上 高は 日本経済が円
高不況 に直面する80年代後半以降 も着実 に増大 している。ユ995年現在,資 本金
2億円,従 業員860人,年商460億円にのぼ ってい る。グループ企業 を含め ると
従業員はユ850人に達 する鋤。
ME革 命とメカ トロニクス化
戦後最 大の技術革新 の一つ といわれ るME革 命 は,工 作機械 をは じめ 自動
2① 三木特種製紙株式会社 「会社概要」。




化 ・ロボ ッ ト化 を推進す る上で大 きな役割 を果 た した。
紙加工 メーカーの中でME革 命 の成果を活用 して加工精度の向上 と多品種少
量生産によ って業績 を急速 に伸ば してい るのは,上 述 の粘着 テー プ ・シール原
紙 ・接着荷札等 を製造販売す る大手総合粘着加工 品メーカーであ る タックシス
テム(株)で あろ う。同社 の主要 な製 品は シー ル原紙,接 着荷札等 の粘 着 ラベ
ル,救 急ばんそ うこう ・粘着包帯等の医薬 関連 製品で あるが,商 品点数は1万
点 を超え るとい う。 どのよ うな注文 にも答 え ることをモ ッ トー とし,文 字通 り
典型的 な多品種少量生産型企業で ある。 こう した多品種少量型生産 を可能 に し
ているのはME革 命の成果を積極 的に導入 して製造装置の 自動化 ・ソフ ト化 を
推進す る と同時 に,汎 用機械を独 自に改 良 して使い こなす ノーハ ウを蓄積 して
いる ことで ある。
ME革 命の成果 を自社製品 に取 り込んで,自 動化 ・コ ンピュー タ制御機能 を
付加 して 国際的 な比 較.優位 を確 立 して い るも う一 つの例 は,巻 取 機械の 専業
メー カーで あ る(株)片 岡機械 製 作所で あ る。 同社 の事 業 は,プ ラスチ ック
フィルム ・紙 ・不織布 ・アル ミ箔 ・鉄 ・非鉄金属等あ らゆ るシー ト状 製品の巻
取機械 及びロール状製品の包装 機械 等の開発 ・設計 ・製造及 び販売事 業で あ り,
巻取機械 では世.界で トップの技 術水準 を誇 っている。 同社 は1962年4月に創業
された中小企業で あ り,創 業当初は各種 包装用紙や手芸用 リボ ン等 を製造 して
いた。1964年に各種包装用紙や手芸用 リボ ンテープ等 の巻取機械 を開発 したの
を契機に巻取機械 メーカーに転換 した。巻取機械 メーカー として創業 ・発展す
ることを可能に したのは,こ の地域が紙パル プ産業 の集積地域であ り,域 内で
販路(需 要)を 確保す ることがで きたか らである。同社が 国内 はもちろん国際
的に も トップ レベルの巻取機械 の専業 メー カー としての地位 を確立す るのは70
年代 に入 ってからで ある。 と りわ け,75年に世界 で最初 にコ ンピューター制御
機能 を搭 載 した分 割 巻 取 機(「セ ク シ ョナ ル ドラ イブ型 ス リ ッター ワ イ ン
ダー」)を開発 した ことが,世 界 的な巻取機械の専業 メーカー としての同社 の
地位を確立 した。いわば,ME革 命 の成果 を積極的 に導入 して巻取機械 にコ γ
102(682)第158巻 第6号
ピュー ター制御機能 を世.界で最初に搭載 し,自 社 製品の機能 を質的 に高度化す
ることに成功 したか らであ る。1993年3月現 在,資 本金1億 円,従 業員136人,
92年度の売 上高41億円 にの ぼる。 また,同 社 の男子従 業員約100人の うち大
卒 ・大学 院卒が約4分 の1,高 専卒が3分 の1,両 者 を合わせ ると半分 以上 が




ルプ産業の:集積拠点として内発的に.発展 したのは,① 自然資源の活用,② 域外
か ら革新技術を導入 ・改良 ・普及した地域イノベータの存在,③素材だけでな












産業が発展 して重層的な産業構造を形成 し七いること,地元資本を担い手 とし
22}この他 にも中小企業が こうしたハイテク技術の 「成熟化」の成果を積極 的に導 入 し,既 存の 自
社技術 と融合 して新製品の開発や既存製 品の高機能化 を実現 している事例 は少 な くない。前掲拙






















23)紙が 人々の生活や産業活動 に不 自∫欠の財で あるにも拘わ らず,[1本の大学において紙 パルプ産
業 に関す る総合的 な教 育及び研 究機 関が存 在 しない。 戦後新 設され た理 工系学 部には農業 ・繊
維 ・土木 ・建築 ・工業 ・化学 ・電子 ・電気等 の学 部や学科があ るが,紙 工学の類の学部 ・学科が
設 置されてい ない。 このため,紙 パ ルプ産業 の技術 者は化学や機械工学の専門教育を受 けた学卒
者 を採 用 してOJT方 式で養成 しているのが実態 である.二 う した人材養成や地域技術 の継承方
法 は,素 材 の転換 と加工技術の多様化 ・高度化,新 製品開発の潜在的可能性の拡大,故 紙 リサイ
クル ・環境保全技術 の高度化等.紙 パ ルプ産業が 直面 している諸問題 に対応 をす るには限界があ
る。紙 を基本 とした総 合的 な研究開発 ・人材養成機関の整備が 不可欠で あろう。
